
開講年度 科目名

開設学科 コース名 開設期

対象年次 科目区分 時間数

単位数 授業形態
教科書/教材

担当教員

授業概要

注意点

種別 割合
試験・課題 100%
小テスト 0%
レポート 0%

成果発表
（口頭・実技） 0%
平常点 0%

回

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

基本的な診察・検査・測定法⑪ 運動器系の診察法を学び、実施できるようになる

基本的な診察・検査・測定法⑫ 関節可動域の方法を学び、理解し、実施できるようになる

基本的な診察・検査・測定法④ 胸部・背部の診察法を学び、実施できるようになる

基本的な診察・検査・測定法⑤

まとめ 疾患別の症例提示

胸部・背部の診察法を学び、実施できるようになる 呼吸器疾患について学ぶ

基本的な診察・検査・測定法⑥ 腹部の診察法を学び、実施できるようになる 消化器疾患について学ぶ

基本的な診察・検査・測定法⑦ 神経系の診察法を学び、実施できるようになる 反射について学び、理解し、実施できるようになる

基本的な診察・検査・測定法⑧ 神経系の診察法を学び、実施できるようになる 徒手筋力検査について学び、実施できるようになる

基本的な診察・検査・測定法⑩ 神経系の診察法を学び、実施できるようになる 脳神経系の基礎および疾患について学ぶ

基本的な診察・検査・測定法⑨ 神経系の診察法を学び、実施できるようになる 脳神経系の基礎および疾患について学ぶ

基本的な診察・検査・測定法③ ABIの測定を学び、実施できるようになる 頭頚部の診察法を学び、実施できるようになる

授業計画（１回〜１５回）
授業内容 各回の到達目標

問診・医療面接 問診・医療面接について学び、医療面接の実際に行うことで経験・理解する

診察の記録・治療計画 診察の記録方法を学び、理解する 治療計画の立て方を学び、実施できるようになる

基本的な診察・検査・測定法① バイタルサインの測定を学び、実施できるようになる 身体計測の方法を学び、実施できるようになる

基本的な診察・検査・測定法② バイタルサインの測定を学び、実施できるようになる 頭頚部の診察法を学び、実施できるようになる

学習目的

教育方法等

 現代医学的な診察法の基本を学び、鍼灸施術に必要な診察の仕方や評価法を講義と実習を通して身につけることを目的とする。また、症例を
提示することで、実践をイメージし、診察の基本や応用力を身につけることを目的とする。

到達目標
 現代医学的な診察法の基本を復習し、診察の仕方や評価法を実習を通じて身につける。また、症例を提示し、ペアまたはグループで検討
し、実際に取り組むことで、卒業後の臨床現場における診察力・対応力を体得する。

備  考
期末試験（筆記試験）で評価。授業の取り組む姿勢も評価に加味する。

 ①現代医学的な診察法の基本を復習し、鍼灸施術に活かすための診察の基礎を学ぶ。②診察の仕方や評価法を練習し、体得する。③提
示された症例をもとに、診察の模擬授業を行い、診察力た対応力を身につける。※授業に臨むにあたり、実習を伴う授業は、予習・復習
をすることが大切である。予習をすることによって、授業中にすぐ身体が動くように準備しておくこと、復習することによって、毎回自
分なりに振り返りや課題を見つけて、次回へ活かすように取り組む。
 授業日数の4分の3以上出席しない者は定期試験を受験することができない。講義時間に無連絡で20分以上遅れた場合、受講はで
きるが出席の扱いをしない。明確な理由が無い早退は出席したとは認めない場合がある。

評
価
方
法

2単位 講義

担当教員情報
小堀孝浩 実務経験の有無・職種 鍼灸師

担当教員が資料を作成し、毎回配布する。診察・検査法を行うための器具が必要。

必修

鍼灸科 後期
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